





Cooperation with an Area in Child’s Playground
HARAKO, Jun
Abstract
Play carries body-like and the role important mentally for a child. But the environment 
that the backlash of today’s child is surrounded is also changing into the play environ-
ment as well as decrease of “Mitsuma” such as space time and my group qualitatively 
quantitatively.
Promotion of child’s sound upbringing in an area will become increasingly important 
from now on to make sure that the children can play with children of the different age 
also get a group together through play in the area. It’s important for a local community to 
arrange the play environment of the child and secure an idle chance in a body.
It’s because I do more excercise in a children’s committee house clearly that however 
concerned that a children’s committee house be by a local community from a case in a 
children’s committee house in the small city by this research or that what kind of role is 
































































































































































































































































































































































































































































（ 2） 2000年 1月文部科学省統計数理研究所内世代間交流活動研究会編「青少年及び高齢者の異世代交流に対す
る意識調査報告書」による。  
（ 3） 2000年 3月文部科学省統計数理研究所内世代間交流活動研究会編「世代間交流に関する意識調査報告書」
による。
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るということは、不特定多数の人に子どもを
知ってもらうことができる。そこで子どもた
ち自身が店などを設けて地域の人とコミュニ
ケーションをとり、交流をする。そこで相互
認識が生まれる。今度は道端で会話が交わさ
れるかもしれない。またSN児童会館ではビ
ラや児童会館便りを子どもたち自ら地域に出
て張りにいく。また張ってもらえるように交
渉する。ここでも確実に地域の人に対して存
在をアピールできるし、地域の人との会話も
発生する。児童会館が地域の人と子どもをつ
ないでいるのである。 
児童会館は地域の人をつなぐだけではな
い。町内会や行政、ボランティア団体といっ
た地域内の組織と子ども、保護者を結んでい
る。子育てサロンと通じて、また子育て支援
を通じて結ばれている。またSN児童会館で
は、区役所側から「キャンドルナイト」と一
緒にやりませんかという提案があった。この
イベントで子ども・地域の人とともにキャン
ドルホルダー作りをした。行政と市民がつな
がったイベントである。さらに青少年科学館
の人が移動天文台を持ってきてくれて、みん
なで天体観測をおこなった。ここでも児童会
館を通じてのつながりが見られる。 
S区のKK児童会館の「スノー＆アイスキ
ャンドル大作戦」のときのように、地域の方
から「もっと盛大にしよう」という意見も出
た。こういうところからも地域住民の人が児
童会館の行事に大きな興味をもっていること
が感じられる。 
児童会館の活動が、子どもと学校、子ども
と親、地域住民をつないでいるのである。児
童会館が子どもと地域社会をつなぐ大きな懸
け橋となっている。
児童会館の活動に参加する人、しない人が
はっきりと分かれてくると、同じ地域社会の
中でも温度差が生じてくる。 
あるイベント終了後に町内会長が「もっと
親にも参加してほしい」「半年に一回くらい
の大きなイベントだったら、予定を空けて来
てほしい」「町内会としても当然協力してい
くが、まず親ありきなのではないか」といっ
た意見を言っていた。親のお手伝いが全くな
かったというわけではないが、もっと多くの
親に来てほしいというものだった。 
こういった状況を解決するために、強制的
に親や地域の人を参加させるといった方法で
は、長続きしない。なかなか遠慮がちで人付
き合いが苦手な人や親にも来てもらえるよう
な「より開かれた児童会館」を目指していく
必要がある。そのために児童会館として親同
士、地域住民同士が話し合う場を数多く設け
ることをしなければならない。 
児童会館活動を見ていく中で問題点・課題
が出ていることがわかった。しかしそういっ
た数々の課題に対して、児童会館の指導員だ
けで解決策を模索していても到底解決には至
らないだろう。彼らを筆頭にして地域社会み
んなで考えていかなければならない。
児童会館が今後も地域社会と連携した活動
を行っていくためには、より地域に密着し
た、地域に根ざした活動を行う必要がある。
そのために一度作ったつながりを切れないよ
うにしていくことが大事である。つまり一度
だけイベントにきてもらうとか、一回だけ話
しを聞きにいくというのではなく、継続的に
関係を持ち続けていくべきである。一回だけ
では、よく理解できなかったり、また一回体
験した、調べた時点で興味をもった子ども
や、さらなる疑問をもった子どもがいるかも
しれない。そういった子どもに対して、さら
なる機会を与える必要がある。 
SN児童会館の館長も「H区役所からエコ
クラブの一環で地域に住むおもちゃのクリニ
ックのおじさんを紹介してもらった。子ども
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たちもとても喜んでいた。これが、今回だけ
で終わらないで、引き続き連絡を取り合っ
て、また来てもらうようにしたい」と述べて
いた。同児童会館では、先に述べた全館共通
イベント「ごみゼロ」時に館内でごみクイズ
やゴミに関する展示をした。その後、ごみの
行方が気になり、ごみ収集者が来たときに聞
き、後日「ふしぎリサーチゴミの大捜査線」
というイベントを行い、清掃工場の見学に子
どもたちを連れて出発した。さらにそこから
リサイクルという考えに興味が移り、リサイ
クル行事として、牛乳パックを使ってはがき
作りをした。そしてそのはがきが本当に届く
のかということで、実際に郵便局まで子ども
たち自ら持っていった（46）。 
児童会館を通じて子どもと地域に住む大
人、地域にある施設、地域を越えた交流を何
回も何回も行う。地域施設、住民も自分たち
が必要とされている、自分たちが子どもの成
長に役立っていると感じることができれば、
より積極的に関わりを持とうとしてくるだろ
う。こうした動きがゆくゆくは地域全体の活
性化につながっていくのだ。児童会館がより
地域に根ざした太いパイプを作ることの意義
として、地域全体の活性化も考えられる。
地域社会により根ざした児童会館を目指し
て、地域にある施設・人財を生かして、何度
もつながりをもっていくことが大事だと考え
た。それが地域社会全体の活性化にもつなが
っていく。これらを踏まえ、これから児童会
館は、地域内でそのような存在であるべきな
のか。 
児童会館が子どもと学校、子どもと保護
者、子どもと地域というように子どもと地域
社会との連携が重要なことは明らかである。
地域の子どもの情報発信基地、遊びの情報発
信基地として機能している。さらに地域を越
え、普段出来ないような体験を子どもたちに
もたらしている。こういった取り組みは、今
後もより強い連携を取って続けていくべきで
ある。この際、指導員があらかじめ用意した
ものを、ほんのわずかな時間子どもたちに関
わらせ、自ら仕上げた感じにさせるだけでは
いけない。児童会館は、単なるイベント屋で
はないのだ。子どもの創造力を伸ばすため
に、どうすればいいのか日々検証すべきだ。 
さらに今後、屋外での活動がメインになる
ように活動の展開を図るべきである。屋外で
あれば、地域社会・住民は子どもの様子、活
動をよく見ることができる。これによって子
どもたちも地域社会を意識することができ
る。屋外から地域へと活動展開を広げていく
ことが重要だ。 
児童会館は、もはや子どもたちのためだけ
の施設ではない。地域に住む人みんなの施設
である。児童会館が子どもたちに対して行っ
てきた遊びを、子どもという枠を超えて、地
域社会全体で共有していくべきである。児童
会館が子どもたちだけでなく、地域住民の余
暇時間を充実したものにさせる施設となるべ
きであろう。そしてゆくゆくは、遊びを超え
て、地域住民の生涯学習の場として機能して
いくべきであろう。 
6. おわりに
本論文では、児童会館と地域社会がどのよ
うに関わっているのか、その現状を見ていく
中で、S市の児童会館が地域社会でどのよう
な役割を果たしているのか、また児童会館の
活動が地域社会にどのような影響を与えてい
るのか、さらには児童会館が抱える課題や問
題点を明らかにすることを目的とした。そこ
からこれから児童会館がめざすところを考え
た。 
地域の取り組みの事例の中で、児童会館が
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子どもと地域社会の連携の重要性が明らかで
あった。また、児童会館の地域を越えた活動
について見てきた。それらの活動が、児童会
館の存在をより広い範囲に広め、また子ども
たちに日常生活では味わえないかけがえのな
い体験をもたらせている。また自ら考え、自
ら行動できる自発的な子どもの成長に一役を
担っている。児童会館の活動では、課題や問
題点もあるが、今後の社会では、児童会館は
重要な役割を今以上に担うことも想定でき、
それらの課題等適切に対処することも急務で
ある。さらにこれからの児童会館のめざす活
動として、より多くの人に存在を知ってもら
うためにメディアを使った広報活動、より地
域に根ざした活動を行うために施設・人財と
繰り返しつながることでの太いパイプライン
の形成も必要である。
最後にこれからの児童会館像として、子ど
もだけでなく、地域住民すべての余暇時間を
充実させるための活動を行い、また将来的に
地域住民の生涯学習の場として機能していく
ことが期待される。 
SN児童会館館長によると、児童会館の仕
事には際限がないという。手を抜こうと思え
ば、これほど楽な仕事はないらしい。これは
とても印象的な言葉であった。やはり、人対
人のつきあいである。こちらがいくら熱心に
やっても反応がない時だってあるだろう。し
かし、児童会館は地域社会に対する働きかけ
を止めてはならない。児童会館活動が活性化
すれば、地域社会も活性化してくるのだか
ら。地域社会が活性化すれば、子どもたちだ
って生き生きしてくる。児童会館の果たすべ
き役割は大変大きい。 
最後に、本研究では、著者の参与観察と館
長への聞き取りといった児童会館を運営する
側からの調査が中心である。児童会館を活用
して遊んでいる子どもたちの意見・思い十分
に反映されていないのが課題である。今後
は、本研究を基にさらに児童会館を活用して
遊んでいる子どもたちの意見・思い十分に反
映されていきたい。さらには、地域の方々の
聞き取りも含めた研究に発展させていきたい
と考えている。
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